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平成 10年 12月 2日 、女子マラソンで有名な有森裕子さんが、今年の熊本国体テニス競技会のメイン会場と

なる高森町民体育館を訪れました。

これは、平成9年 1月 6日の来町時 (広報たかもり平成 9年 2月 号に詳細掲載)に記念足型製作に協力いただ

き足型の完成後初めて、町民体育館玄関に飾られている有森さん自身の足型との『ご対面』となつたものです。

有森さんは「こんな素晴らしい体育館に私の足型を飾つていただくなんて光栄です」と大喜び。また、「高森で

開催されるくまもと未来国体テニス競技会の成功を祈つています」との温かいコメントもいただきました。
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|   スタンプラリーにチャレンジして
ペア宿泊券や特産品を当てよう!

《発見!自然・文化・うまいもん》～「九州中央77」がおもしろい～
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上色見小5年生とうさぎのう一ちやん

上色見小学校には一羽のうさぎが、うさぎ年生

まれの5年生 11名の児童たちによつて、大事に

飼われています。たつた一羽ですが、生きものを

育てることの難しさを学んでいることでしよう。

熊本、大分、宮崎3県の77市町村で構成する「九州中央地域連携推

進協議会」では、各地のイベントや観光施設を共同でPRすることで、

日域のすばらしさを多くの人に知つてもらうため、スタンプ3つ以上

でペア宿泊券や特産品が抽選で当たるスタンプラリーを下記の要領

で実施しています。

皆さん、冬の九州中央を旅して、豊かな自然・文化、楽しいイベント、

そしてうまいものを見つけませんか。(詳細はリーフレットをご覧ください。)

●実施期間…平成11年 1月 31日 まで

●賞  品…①スタンプを3つ集めると、各町村の特産品
②スタンプを4つ集めると、九州中央地域の
「ペア宿泊券」が当たります。

●リーフレット設置場所

高森町高森2188-1高森町観光協会(TEL2-2233) 【問い合わせ先】高森町役場 企画課 ■2-1111(内 線158)

■発行/高森田]役場 ■編集/総務課  〒869-1602熊 本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地 
´
「 EL 09676-2-111l FAX 2-1174
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ヾン
森林資源保護・自然環境保護のため、本誌は再生紙を使用しています。

今年は私たちの年です。

南郷谷をおおつた見事な雲海を高森峠から望む 12/1早 朝
九州中央77にはこんな絶景がたくさんあるかも
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1.水 と緑と土のにおい、いつぱいの住みよい町にします。

2.伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします。

3.老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町にします。

4.勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。

5.スポーツに親しみ、心身をきたえ健全な町にします。
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くまも機赤来国体の年1
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今年|さ卯年21世紀に向かつて飛び跳ねよう″
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ごあいさつ高
楠
■
奨
学
生
募
集

町
で
は
、
人
材
育
成
を
目
的
と

し
て
、
保
護
者
が
高
森
町
に
居
住

す
る

「高
校
生
」
及
び

「大
学
生
」

を
対
象
に
、
奨
学
資
金
貸
し
付
け

の
募
集
を
行
い
ま
す
。
希
望
者
は
、

三
月
二
十
五
日
ま
で
に
申
請
書
を

提
出
し
て
下
さ
い
。

詳
し
く
は
教
育
委
員
会
に
お
尋

ね
下
さ
い
。

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
６
７
）

一法

律

相

談

（
無

料

）

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。

■
と
　
き
　
一
月
二
十
三
日
（土
）

午
後

一
時
か
ら
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

今
年
の
無
料
法
律
相
談

（予
定
）

三
月
二
十
七
日
、
五
月
二
十
二
日
、
七
月
二

十
四
日
、
九
月
十
八
日
、
十

一
月
二
十
日

あ
ら
た
め
て
、
事
前
に
そ
の
都
度
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

●

登
記

・
人
権
　
相
談

土
地

・
建
物
や
商
業

・
法
人
の

登
記
で
お
困
り
の
人
は
い
ま
せ
ん

か
。
登
記

。
人
権
の
こ
と
で
お
困

り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下

さ
い
。
相
談
無
料
で
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。

■
と
　
き
　
一
月
二
十
日

（水
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

健
康
相
談
室

■
相
談
員
　
熊
本
地
方
法
務
局
阿

蘇
支
局
員

・
地
元
人
権
擁
護
委
員

年

金

相

談

・

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
保

険
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き

　
一
月
二
十
二
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

中
会
議
室

診
療
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

１
月
‐０
日
　
藤
本
医
院

Ｔｅ‐
⑦

‐
Ｏ
０
２
０

１
月
‐５
日
　
立
野
病
院

Ｔｅ‐
⑧

‐
０
１
１
１

１
月
‐７
日
　
み
な
み
阿
蘇
ク
リ

ニ
ツ
ク
　
　
Ｔｅ‐
⑦

‐
２
０
３
０

１
月
２４
日

後
藤

医

院

Ｔｅ‐
⑦

‐
Ｏ
０
１
９

１
月
３１
日
　
平
田
医
院

Ｔｅ‐
②

‐
０
２
１
６

２
月
７
日
　
馬
原
内
科
医
院

Ｔｅ‐
②

‐
０
６
４
６

２
月
Ｈ
日
　
東
医
院

Ｔｅ‐
②

‐
０
３
０
９

２
月
‐４
日
　
中
村
医
院

Ｔｅ‐
⑦

‐
２
３
３
３

母
の
ふ

「野
の
花
と
風

新
春
を
寿
ぎ
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
中
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
暗
雲
垂
れ
込
め
た
る
事
件
の

一
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
は
深
課
遠
慮
の
初
水
を
汲
み
、
至
誠
を

‐‐‐・
以
・て
事
●
当
た
り
、

の
よ
う
に
温
か
い
、
「野
の
花
と
風
薫
る
郷
」
創
生
に
精
魂
を
傾
注

す
平
成
十

一
年
度
は
国
体
の
年
で
あ
り
大
成
功
裏

・‐
１こ
始
め

創
生
で
あ
る
と
信
じ
ま
す
。
鸞
馬
に
む
ち
打
ち
全
方
を
一

」^
ハヽ́
い
ま
す
。
皆
様

の
ご
指
導
、　
ご
協
力
を
賜
り

町
民
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

ま
す
。

ヽ
ノ
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と
こ
ろ
の
よ
う
に
温

」
創
生

（フ
年
は
卵
年

●

高

森

町

長

心
配
ご
と
相
談

何
か
福
社

に
関
す
る
こ
と
で
心

配
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設

い
た
し
ま
す
。
心
配
ご
と
相

談
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ

い
。

草
部
地
区

■
と
　
き

　

一
月
十
九
日

（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
草
部
基
幹
集
落
セ
ン

タ
ー

野
尻
地
区

■
と
　
き

　

一
月
二
十
六
日

（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
野
尻
林
業
セ
ン
タ
ー

高
森

・
色
見
地
区

■
と
　
き
　
二
月
二
日

（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

は
二
十

一
世
紀

ヘ

」
挨
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た
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一

母
の
ふ
と
こ
ろ

し
て
参
居
り
ま

・

―

●

今
年
は
卯
年
。
卯
は
十
二
支
の
中

の
四
番
目
の
う
さ
ぎ
年
で
す
。
卯
は

東
の
方
角
、
ま
た
、
「卯
の
刻
」
と
い

え
ば
、
午
前
六
時
頃
を
指
し
ま
す
。

う
さ
ぎ
は
ウ
サ
ギ
科
の
哺
乳
類
で

す
。
う
さ
ざ
と
い
う
と
耳
が
長
く
、
日

が
赤
く
、
毛
は
自
、
ピ

ョ
ン
ピ

ョ
ン
と

跳
ね
る
動
物
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、

こ
れ
は
わ
た
し
た
ち
が
よ
く
見
る
日

本
自
色
種
で
、
ほ
か
に
も
多
く
の
種

類
が
い
ま
す
。
毛
が
自
黒

（ま
た
は
自

茶
）
で
パ
ン
ダ
ウ
サ
ギ
と
も
呼
ば
れ

る
ダ

ッ
チ
、
耳
の
下
が

っ
た

ロ
ッ
プ

イ
ヤ
ー
、
耳

の
短

い
ピ
ー
タ
ー
ラ

ビ
ッ
ト
な
ど
で
す
。

ウ
サ
ギ
が
家
畜
化
さ
れ
た
の
は
十

二
～
十
三
世
紀
ご
ろ
と
い
わ
れ
、
そ

の
後
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
航
海
者
が
食

料
の
補
給
源
と
し
て
各
地
に
広
め
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
第

一
次
世
界
大

戦
の
こ
ろ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
食

肉
用
、
毛
皮
用
に
さ
か
ん
に
利
用
さ

れ
ま
し
た
。
日
本
で
は
日
清
、
日
露
戦

争
の
こ
ろ
か
ら
、
日
本
自
色
種
が
大

量
に
飼
育
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。う
さ
ぎ
を
数
え
る
と
き
に
、
一
匹
、

入
札
結
果

（五
百
万
円
以
上
）

■
工
事
名
　
久
原
、
須
坂
線
下
水

排
水
路
改
良
工
事

（第
二
工
区
）

□
工
期
　
平
成
十
年
十
二
月
十

五
日
か
ら
平
成
十

一
年
三
月
十
五

日
ま
で
　
□
金
額
　
六
百
七
十
七

万
二
千
五
百
円
　
□
請
負
者
　
い

池
田
建
設

十
二
月
号
十
七
ぺ
―
ジ
入
札
結
果
の
金
額

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

■
工
事
名
　
湧
水
館
周
辺
整
備
工
事

正
　
□
金
額
千
九
百
七
十
九
万
三
千
五
百

円
で
し
た
。
ハ″」Ｅｄｉｔｏｒｉａ‐編
集
後
記

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご

ざ

い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

「世
の
中
に
役

に
立
た
な

い
人
間
は

い
な

い
。
」
こ
ん
な
言
葉
を
テ
レ
ビ
で

耳

に
し
ま
し
た
。　
一
日
に
多
く

の
子

ど
も
た
ち
が
餓
死
し
て
い
る
か
と
思

え
ば

一
方

で
は
、
戦
争

で
殺
し
合

い

を

や

っ
て
い
ま
す
。
冷
戦
終
結
と
は

い
え
、
食

に
困
ろ
う
と
も
軍
備

に
力

を
注
ぐ
国
も
あ
り
ま
す
。
あ
ま
り

に

も
命
を
粗
末

に
し
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

平
成

十

一
年

は
、

精

一
杯

が
ん

ば

っ
て
い
る
人
た
ち

に
、
少
し
で
も

多

く

の
幸

せ

が
あ

る
う

さ
ぎ
年

で

あ

っ
て
欲
し
い
と
願

い
ま
す
。
田
浩

*都合により変更になる場合があります。阿蘇広域行政事務組含消防本部
テレホンサービスでお確かめください。電話 0967-34-0099
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(2)
毎月第3水曜日は休館日です。その日が祝祭日の
場合は開館して、次の日が休館日となります。

今度の温泉館休館日 1月 20日 (水)2月 17日 (水 )(19)

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し>住吉アキエ ニ子石 顕

(11月 末日現在 )
世帯数 2,600(+3)
男  3,838(+2)
女   4,151(+4)
総: 数  7,989(+6)

人口の動き

■広報送料寄付

島田信行  (岐阜県可児市 )
森 宗富  (熊本市清水町)
本田慶二  (宮城県矢本町)
住吉六夫  (滋賀県野洲町)

綱
夫
母
訓
母
夫

族

工
顕

藤

ミ

ユ

キ

　

春

タ

ツ

遺

ア
石

吉

子

野

田

原

御

住

二
矢

富

桐

所

園

野

通

和

町

尾

住

中

所

旭

昭

下

おくやみ
もうしあげます

1998.11月 受付分

善 意 の 灯

―

行

裕美子

/
′
l

ヽ

晰

女

女

男

男

女

女

塚本

父
母

父
母

父
母

父
母

父
母

父
母

下町 )

佐藤
(前原 )

宮田
(上在 )

すえながく
お幸せに
大  村  音目

(住吉)て る
・
水

部草

自
二

み
社 倉 11^
本寸 ^'・
V

赤 ち ゃん
たんじょう
荒牧 弓雅ちゃん
(上在 )ぇ凡

0.21生
工藤 笑里ちゃん
(_L在)  11. 5生

桐原  由考ちゃん
(栃原) 11.11生

雄介ちゃん
11.13生

碧依ちゃん
11.15生
あやの
綾乃ちゃん
11.20生

一
美

幸
代

裕
久

浩

一

夫

り

範

子

善

子

出

か

日

ゆ

哲

純

武

和

死 亡 者 年齢

住吉 始守 90
二子石ふきゑ 84
本田ツルカ 90
村上  ミエ  86
桐原 乙雄  84

在体
宅目
医

■
・
　

し

博

ユニゝ
層 =|ロ

お知らせのへ
°―シ
゛



県
の
お
知
ら
せ

熊
本
県‐‐身
体
障
‐書
書
体
育
大
会
兼

全
国
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

―
●

●
　

　

一
一
■

■

リ
ハ
■
サ
ル
大
会
の
出
場
者
募
集

県
で
は
、
平
成
十

一
年
十

一
月

六

・
七
日
に
熊
本
県
で
開
催
さ
れ

る

「第
二
十
五
回
全
国
身
体
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
の
リ
ハ
ー
サ

ル
大
会
を
兼
ね
た
第
二
十
六
回
熊

本
県
身
体
障
害
者
体
育
大
会
の
出

場
者
を
現
在
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
大
会
に
出
場
し
た
人
は
全

国
大
会
の
熊
本
県
選
手
候
補
と
な

り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

実
施
競
技
は
陸
上
、
水
泳
、
卓
球
、

ア
ー
チ

ェ
リ
ー
、

ペ
タ

ン
ク
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
す
。

申
し
込
み
等
に
つ
い
て
は

阿
蘇
福
祉
事
務
所

ＴＥＬ
０
９
６
７

・
２
２

・
１
１
１
１

町
民
福
祉
課
福
祉
係

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
３
０
）

．Ｉ
き
，
一
た
一
一
募
集
●

熊
本
県
で
は
、
平
成
十
年
度
後

期
県
営
住
宅
補
充
入
居
者
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

入
居
申
し
込
み
資
格
は
、
現
に
住

宅

に
困
窮
し
、
公
営
住
宅
法

に
定

め
ら
れ
た
入
居
基
準

に
適
合
す
る

方
で
す
。

申
込
用
紙
配
布
期
間
は
、
平
成

十

一
年
二
月
八
日

（月
）
か
ら
平

成
十

一
年
二
月
十
二
日

（金
）

申
込
受
付
期
間
は
、
平
成
十

一

年
二
月
十
五
日

（月
）
か
ら
平
成

十

一
年
二
月
十
九
日

（金
）

い
づ
れ
も
熊
本
県
住
宅
供
給
公

社
で
行
い
ま
す
。

ＴＥＬ
０
９
６

・
３
８
２

・
４
６
０
０

な
お
、
県
営
住
宅
に
は
、
身
体

障
害
者
向
住
宅
及
び
母
子
世
帯
向

住
宅
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
住

宅
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
阿
蘇
福

祉
事
務
所

へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

砒
０
９
６
７

・
２
２

・
１
１
１
１

土
地
の
境
界
に
は

永
久
杭
の
設
置
を

近
年
、
土
地
の
境
界
を
め
ぐ
る

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
、
土
地
変
動

の
妨
げ
と
な

っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

土
地
の
境
界
に
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
や
金
属
の
杭
を
設
置
し
、
時
々

確
認
す
る
な
ど
し
て
自
分
で
管
理

を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

熊
本
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

ＴＥＬ

０

９

６
Ｊ

３

７

２

・
５

０

３

１

地
域
振
興
券
の
概
略

交
付
対
象
者

平
成
十

一
年

一
月

一
日

（基
準
日
）
に

お
い
て
以
下
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
者

一
、
十
五
歳
以
下
の
児
童
が
属
す
る

世
帯
の
世
帯
主

①
住
民
基
本
台
帳
法
の
規
定
の
適
用

を
受
け
る
住
民
で
あ

っ
て
、
基
準
日

に
お
け
る
年
齢
が
十
五
歳
以
下
の
者

の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主

②
外
国
人
登
録
法
第
四
条
第

一
項
に

規
定
す
る
永
住
者
ま
た
は
、
特
別
永

住
者
で
あ

っ
て
、
基
準
日
に
お
け
る

年
齢
が
十
五
歳
以
下
の
者
の
属
す
る

世
帯
の
世
帯
主

二
、
老
齢
福
祉
年
金
の
受
給
者
等

（基

準
日
に
お
け
る
年
齢
が
十
五
歳
以
下

の
者
を
除
く
）

ア
、
基
準
日
に
お
け
る
同
月
分
の
次

に
掲
げ
る
年
金

・
手
当
の
受
給
者
等

老
齢
福
祉
年
金

・障
害
基
礎
年
金

・遺

族
基
礎
年
金

・母
子
年
金
、
准
母
子
年

金
又
は
遺
族
年
金

・
児
童
扶
養
手
当

・

●Sで‐

C

障
害
児
福
祉
手
当
又
は
特
別
障
害
者

等

（
一
部
非
課
税
要
件
あ
り
）

イ
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

生
活
保
護
費
の
被
保
護
者

・
社
会
福

祉
施
設

へ
の
措
置
入
所
者
等

三
、
平
成
十
年
度
の
市
町
村
民
税

（所

得
割
）
非
課
税
者
の
者
で
あ

っ
て
、
年

齢
六
十
五
歳
以
上
、
か
つ
、
身
体
上
又

は
精
神
上
著
し
い
障
害
が
あ
る
た
め

に
常
時
の
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る

者四
、
平
成
十
年
度
分
の
個
人
の
市
町

村
民
税
非
課
税
者
で
あ
る
年
齢
六
十

五
歳
以
上
の
者

地
域
振
興
券
を
取
り
扱
う
民
間
事
業

者

（特
定
事
業
者
）

１
、
市
町
村
は
募
集
登
録
を
す
る
。

２
、
特
定
事
業
者
は
店
舗
ご
と
に
ス

テ
ツ
カ
ー
や
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
す
る
。

３
、
特
定
事
業
者
が
営
業
す
る
店
舗

は
原
則
と
し
て
地
域
振
興
券
を
発
行

し
た
市
町
村
の
区
域
内

詳
し
く
は
役
場
企
画
課
開
発
推
進
係

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
６
０
）

二
匹
と
言
わ
ず
に

一
羽
、
二
羽
と
言

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
音
、
獣
肉
を
食
べ

る
の
を
忌
み
嫌

っ
て
い
た
時
代
に
、

鳥
の
よ
う
な
数
え
方
を
し
て
う
さ
ぎ

を
食
べ
て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
う

さ
ぎ
は
貴
重
な
た
ん
ぱ
く
源
だ

っ
た

の
で
す
。

だ
れ
で
も
知

っ
て
い
る
う
さ
ぎ
の

話
と
い
え
ば
、
「う
さ
ざ
と
カ
メ
」
で

す
。
う
さ
ぎ
と
カ
メ
が
向
こ
う
の
山

ま
で
、
ど
ち
ら
が
先
に
行
け
る
か
競

争
し
ま
す
。
早
い
う
さ
ぎ
は
、
カ
メ
が

の
ろ
い
の
を
見
て
途
中
で
油
断
し
て

昼
寝
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
間

に
カ
メ
が
ゴ
ー
ル
す
る
と
い
う
お
話

で
、
地
道
に
努
力
す
れ
ば
必
ず
成
功

す
る
と
い
う
教
訓
で
す
。

う
さ
ぎ
は
身
近
な
動
物
の
わ
り
に

は
、
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
と
わ
ざ
は

少
な
い
よ
う
で
す
。
「兎
死
す
れ
ば
、

狐
こ
れ
を
悲
し
む
」
「狐
死
し
て
兎
泣

く
」
は
、
同
類
の
死
を
悲
じ
む
と
言
う

こ
と
。
「兎
に
祭
文
」
は

「馬
の
耳
に

念
仏
」
と
同
じ
意
味
で
、
言

つ
て
も
無

駄
な
こ
と
。
「兎
の
上
り
坂
」
は
最
も

姿
緯
素
賜
所
で
力
を
発
揮
す
る
こ
と
。

「兎
兵
法
」
は
生
兵
法

の
こ
と
で
、
役

に
立
た
な

い
こ
と
。
ど

の
こ
と
わ
ざ

も
ふ
だ
ん
あ
ま
り
聞
き
ま
せ
ん
。

新 年 の

き   |ブ贔碑″   .,

●  ●

と
と
も
に
、
新
た

こ
れ
か
ら
の
町

が
立
ち
は
だ
か

っ

安
心
し
て
暮
ら
せ

ま
い
る
所
存
で
あ

年
頭
に
当
た
り

わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご

い
た
し
ま
す
。

な
町
づ
く
り
の
年
で
も
あ

政
の
前
途
に
は
、
長
引
く

て
い
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
と

る
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
ゥ
を

り
ま
す
。

皆
様
方
の
ご

指
導
を
賜
り吉

同

の

うな きます

①自営業の方

は高森町選挙管理委員会まで

TEL 2-1111(内線 176)

ぶ

量藝贔寸礼 I.鷺‐17.濾
熊 本 県 最 低 賃 金

最 低 賃 金 額 (円 ) 効 力 発 生 の 日

日  署貢 B寺 軍易客頁
平 成 10年 10月 1日

額産 業 別 最 低 賃 金 日寺尾易客貢

産
業
別

最
低
賃
金

紡績業 、ね ん糸製
造 業 、織 物 業 、靴

下製造業

5,085

平 成 10年 12月 25日

棚

業

機

造製

気

具

電

器
646

自動車同付属品製造業.

船舶製造業 修理業 . 690

百 貨 店 (
卜、総 合
―等 )

5,288 661

注 1最低賃金は、常用、臨時、パー ト等県内すべての労働者に適用されます。
2産業別最低賃金については、年齢、業務内容によつては適用除外となり、
熊本県最低賃金が適用される場合があります。

3時間額は、時間給制の労働者に、日額は、時間給制以外の労働者にそれぞ
れ適用されます。
4最低賃金の対象となる賃金には、時間外・休日・深夜手当や結婚手当、賞与、
精皆勤手当、通勤手当、家族手当は含まれません。

※詳細については、熊本労働基準局賃金課 (奮096‐ 355-3181① )
または最寄りの労働基準監督署へお問い合せください。

また、24時間テレホンサービス (容 096-355-3199)で も最低賃金額を
お知らせしていますのでご利用ください。

役場の支払日 1/25(月)2/5(金)2/15(月 )  時間 10時から15時まで  (18)(3)

」・・雉
霧
．

鶴
　
　
　
＾

彎
・●
　
　
■

，
４
・
・
●
１

「高
森
町
」
の
再
生
と
魅
力
あ
る
ま
ち

口Ｌ
７

一●
●

不
議
長

】一

1月 31日 (日 )は

熊本県知事選挙の投票自です
‐
県知事選挙の不在者投票日

1月 14日 ～ 1月 30日 まで

チェックよし 今年もクリア 最低賃金
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大
正
四
年
十

一
月
二
十
三
日
生

大
　
字
　
吉同
　
森

ラ
ジ
オ
体
操
と
ス
ト

レ
ツ
チ
体

操
で
健
康
を
維
持
し
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
挑
戦
し
た

い
と
思
い
ま

す
。

大
正
四
年
三
月
五
日
生

大
　
字
　
野
　
尻

足
と
ヒ
ザ

の
ケ
ガ
を
直

し
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
練
習
を
し
て
各

大
会
に
参
加
し
た

い
と
思

い
ま

す
。
ま
た
、
皆
さ
ん
に
と

っ
て
も

い
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

●

「色
見
力
太
鼓
」
学
習
会
で
初
披
露

子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
や
社
会
性
を
育
み
地
域
と
の
連
帯
に
よ
る
郷
土
芸
能
伝

承
活
動
等
に
取
り
組
も
う
と
、
児
童

・
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
と
し
て
活
動
を

行

っ
て
い
る
日
本
生
命
財
団
か
ら
の
助
成
を
受
け
、
子
ど
も
太
鼓
等
を
購
入
し
、

「色
見
力
太
鼓
」
を
起
こ
し
ま
し
た
。

肥

後

狂

旬

霜
　
　
月
　
（阿
蘇
御
神
火
会
）

●

学習発表会で見事な初披露をした 「色見力太鼓」

一生懸命覚えました一年生の劇 「飛べない螢」

十

一
月
二
十
六
日
、
午
後

一
時
半

か
ら
色
見
小
体
育
館
で
色
見
小
学
校

学
習
発
表
会
が
校
区
の
皆
さ
ん
を
招

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
児
童

が
、　
一
生
懸
命
こ
の
日
の
た
め
に
練

習
を
し
て
き
た
劇
や
合
奏
な
ど
学
年

ご
と
に
披
露
し
ま
し
た
。
発
表
会
に

先
立
ち
、
十
月
か
ら
週

一
回
、
社
会
人

講
師

（野
中
謙
三
氏
）
が
授
業
を
行
う

ふ
る
さ
と
ク
ラ
ブ
の
時
間
を
利
用
し
、

練
習
を
し
て
き
た

「色
見
力
太
鼓
」
の

初
披
露
が
あ
り
、
見
事
な
腕
前
に
校

区
の
皆
さ
ん
や
児
童
た
ち
は
盛
ん
な

拍
手
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。
今
後
は
、

練
習
を
積
み
重
ね
て
い
ろ
い
ろ
な
場

所
で
披
露
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

郷
土
芸
能
を
伝
承
す
る
力
強

い

助

っ
人
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

喫
煙
コ
ー
ナ
ー
　
ベ
ラ
ン
ダ
の
パ
パ
寒
か
ろ
う

大
名
旅
行
　
前
後
賞
ま
で
き
ゃ
当
た
り

絡
み
つ
き
　
無
声
映
画
の
如
た
る
土
手

大
名
旅
行
　
奥
さ
ん
方
は
お
留
守
番

湯
疲
れ
　
気
分
転
換
し
す
ぎ

っ
て

喫
煙
コ
ー
ナ
ー
　
ま
た
台
本
の
読
み
直
し

大
名
旅
行
　
そ
る
が
為
あ
る
姉
妹
都
市

嬉
し
い
疲
れ
　
義
足
も
だ
い
ぶ
な
じ
ん
だ
つ

絡
み
つ
き
　
最
終
便
に
乗
せ
だ
っ
た

の
ど
か
ら
手
　
良
寛
の
軸
み
せ
ら
し
た

人
気
の
秘
密
　
同
じ
酒
米
使
う
て
も

嬉
し
い
疲
れ
　
愛
し
と
り
ま
す
無
理
し
ま
す

僣
″
　
　
　
　
」「

賀
状
読
む
皆
そ
れ
ぞ
れ
に
懐
か
し
く

嫁
ぐ
日
も
近
し
ピ
ア
ノ
の
弾
き
初
め

初
雀
遊
ぶ
で
あ
ろ
う
句
碑
の
辺
で

任
地
よ
り
帰
り
し
父
と
初
詣
で

年
金
の
内
輪
話
し
に
店
小
春

遠
く
住
む
孫
の
受
験
の
初
詣

冬
う
ら
ら
園
庭
せ
ま
く
弾
む
子
ら

初
暦
孫
の
受
験
の
日
も
迫
る

廃
屋
の
解
か
れ
し
後
の
霜
柱

佳
き
事
の
多
き
を
願
い
初
暦

山
茶
花
の
別
れ
を
告
げ
る
だ
け
咲
き
ぬ

POETRY PAGE

‐鸞籟¬●_

11:]T鸞 :‐1

海 津 典 夫 さん

後 藤 幸 廣 さん

田 上 幸 文 さん

昭
和
三
年
七
月

一
日
生

大
　
字
　
上
　
色
　
見

健
康
に
注
意
し
、
好
き
な
植
本

の
手
入
れ
を
し
な
が
ら
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
に
参
加
し
、
友
好
を

広
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今

年
も
猟
で
猪
を
射
止
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

昭
和
三
年
八
月
二
十
六
日
生

大
　
字
　
音
同
　
森

昭
和
十
四
年
八
月
二
十
五
日
生

大
　
字
　
草
　
部

今
年
も
農
業

一
筋
、
フ
ァ
イ
ト

満
々
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
自
分
や
家
族
の
健
康
維

持
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ご
近
所

や
地
域
の
お
年
寄
り
を
大
切
に
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

昭
和
十
四
年
ハ
月
二
十
六
日
生

大
　
字
　
色
　
見

人
生
の
節
目
の
年
、
改
め
て
こ

れ
か
ら
の
生
き
方
を
考
え
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
健
康
第

一
を
モ
ッ

ト
ー
に
、　
一
人
で
も
多
く
の
患
者

さ
ん
に
喜
ば
れ
る
食
事
作
り
に
は

げ
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

馬
原
　
馬
笑

堀
田
　
蘇
仙

林
　
　
不
忘

渡
辺
　
文
雄

林
田

　

一
声

岡
本
　
琴
司

上
井
加
根
女

渡
辺
　
雲
海

田
上
黙
公
子

松
野
　
笑
声

浦
塚
　
南
天

篠
田
　
凡
才

（高
森
菜
の
花
句
会
）

野 尻 マサエ さん

津 留 欣 子 さん

「燃
え
る
若
き
や
も
ん
」
「お
母
さ
ん
と
い
っ
し
よ
」
「動
物
は
友
だ
ち
」
登
場
者
募
集
中

●  ●

_コ ″▲

≠ヽ

山 室 智 穂 さん

弥
永
　
蕗
子

内
田
　
フ
ミ

吉
井
千
恵
子

桐
原
　
　
寿

後
藤

つ
み
子

林
　
　
久
恵

山
村
ふ
み
子

古
庄
　
泰
子

平
田
ル
リ
子

馬
原
　
要
子

　

＞７

岩
下
　
扶
美

　

は
(4)

ヘ

υ

日
］
ェリ

曰

し

Чぎ
υ
て

お
め
で
し
う

ご
ざ
いは
す
γ

し
に

な
ん

新
年

ハ

て

ι

z:ll ふ
た
リ
ノ
′つ

ち

示
'

01

じ:
力｀

ぢ

/●
す、,t
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し1

炎

あ
げ
よ
う

○

つ

く

だ

い
夕
′ハ

マ
マ
が
ι

ど

ク
つ
た

け
て

で
し
ｈ
ノ

イ ゝ〈フ の 年おとこ お
●
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本町の今年の年男は347名、年女は328名の含計675名でずτ
(平成10年 11月 30日現在)

この内、町内各地の年男 口年女の皆さんに今年の抱負を語つて
いただきました。
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嶺

健
康
に
気
を

つ
け
、
若
者
に
迷

惑
を
か
け
な

い
よ
う
に
し
た

い
で

す
。
ま
た
、
政
治
が
安
定
し
、
景

気
が
回
復
す
る
の
を
期
待
し
た

い

で
す
。
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「
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第
二
十
二
回
　
町
村
対
抗
　
阿
蘇
山

一
周
駅
伝

後
半
Ａ
チ
ー
ム
優
勝

（総
合
堂
々
の
二
位
）

区

‐
聞
賞
　
宇
藤
康
博
さ
ん
、
佐
藤
修

一
さ
ん

十
二
月
十
三
日

（日
）
、
高
森
町
役
場
前
を
ス
タ
ー
ト

・
ゴ
ー
ル
に
阿
蘇

五
岳
を

一
月
す
る
阿
蘇
郡
町
村
対
抗
阿
蘇
山

一
周
駅
伝
大
会

（郡
陸
上
競

技
協
会
主
催
、
郡
町
村
会
等
後
援
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
半

・
後
半

と
も
に
九
区
間
に
郡
内
各
町
村
か
ら
十
二
チ
ー
ム
（高
森
は
後
半
に
ニ
チ
ー

ム
エ
ン
ト
リ
ー
）
が
出
場
。

本
町
は
今
回
、
後
半
に
Ａ

・
Ｂ
チ
ー
ム
の
ニ
チ
ー
ム
を
出
場
さ
せ
、
ま

た
、
森
田
四
姉
妹

（冬
野
）
が
出
場
す
る
な
ど
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

本
町
の
区
間
賞
は
宇
藤
康
博
さ
ん

（西
丁
）
、
佐
藤
修

一
さ
ん

（昭
和
）
の

二
名
で
し
た
が
全
員
持
て
る
力
を
十
分
に
発
揮
し
前
半
三
位
、後
半
Ａ
チ
ー

ム
優
勝
、
Ｂ
チ
ー
ム
八
位
、
総
合
で
二
位
と
大
健
闘
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
六
年
三
月
十
七
日
生

大
　
字
　
尾
　
下

病
気
を
し
な

い
よ
う
に
気
を

つ

け
て
、
仕
事

に
頑
張
り
た

い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
円
満

に
つ
と
め
た

い
と
思

い
ま
す
。

昭
和
二
十
六
年
十

一
月
二
日
生

大
　
字
　
菅
　
山

今
年
も
家
族
が
、
病
気
や
ケ
ガ

を
し
な
い
で
、

一
年
を
元
気
に
過

ご
せ
る
こ
と
が

一
番
で
す
。

そ
し
て
、
ウ
サ
ギ
の
様
に
元
気

に
駆
け
回
れ
た
ら
い
い
な
―
と
思

い
ま
す
。

大

会

結

果

（総
合
タ
イ
ム
）

□
優
勝

蘇
陽
町
　
四
時
間
十
四
分
三

十

一
秒

（前
半
優
勝

。
後
半
二
位
）

□
二
位
　
高
森
町
　
四
時
間
十
八
分

二
十
四
秒

（前
半
三
位

・
後
半
優
勝
）

□
三
位

小
国
町
　
四
時
間
十
八
分
三

十
七
秒

（前
半
二
位

・
後
半
五
位
）

―
選

手

団

紹

介

監
　
　
督
　
　
飯
干
　
純
男

マ
ネ
Ｌ
ジ
ャ
ー
　
津
留
　
明
義

◆
前
半
の
部

一
区
　
田
中
泰
威
　
二
区
　
森
田
ち

ひ
ろ
　
三
区
　
津
留
誠
　
四
区
　
森

田
あ
ゆ
み
　
五
区
　
野
尻
計
介
　
六

区
　
三
船
圭

一
　

七
区
　
宇
藤
康
博

（区
間
賞
）

八
区
　
手
島
優
香
　
九

区
　
本
川
宰

◆
後
半
の
部

（高
森
Ａ
）
一
区
　
甲
斐
祐
輔
　
二
区

住
吉
昭
則
　
三
区
　
村
上
哲
朗
　
四

区
　
佐
藤
修

一

（区
間
賞
）

五
区

立
石
大
輔
　
六
区
　
山
王
康
弘
　
七

区
　
橋
本
匡
史
　
八
区
　
森
田
あ
ず

さ
　
九
区
　
工
藤
孝
宏

（高
森
Ｂ
）
一
区
　
牛
嶋
孝

一
郎
　
二

区
　
竹
内
辰
巳
　
三
区
　
田
所
裕

一

郎
　
四
区
　
本
川
雄
士
　
五
区
　
高

倉
史
生
　
六
区
　
内
田
健
二
郎
　
七

区
　
楢
木
野
将
太
　
八
区
　
森
田
は

る
か
　
九
区
　
住
吉
直
樹

◆
補
　
　
員

野
尻
英
樹
　
竹
内
美
穂

平
井
め
ぐ
み

徳
丸
綾
　
後
藤
望
美
　
岩
下
良
治

山
崎
淳
二
　
本
多
隆
洋
　
黒
石
秀
智

昭
和
三
十
八
年

一
月
十

二
日
生

大
　
字
　
河
　
原

「自
然
」
そ
れ
は
、
不
思
議
な

力
、
そ
れ
は
生
き
る
基
本
で
す
。

高
森
の
大
自
然
の
中
で
生
き
る
こ

と
は
幸
せ
な
こ
と
、
我
が
年

一
九

九
九
年
、
人
生
の
転
回
期
に
な
り

そ
う
な
予
感
が
し
ま
す
。

何
事
に
も
頑
張
り
ま
す
。

昭
和
三
十
八
年
六
月
二
十
日
生

大
　
字
　
古同
　
森

只
今
、
四
人
の
子
育
て
奮
戦
中
で

す
。
今
年
は
、
う
る
さ
さ
も
ピ
ー
ク

に
達
し
そ
う
で
す
が
、
楽
し
い
子
育

て
に
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

一
人
で
秘
か
に
、
五
人
目
の
子

ど
も
が
欲
し
い
な
あ
と
考
え
て
い

ま
す
。

町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

（後
藤
萬

減
会
長
以
下
会
員
七
十
名
）
で
は
、
バ

ト
ミ
ン
ト
ン
を
愛
好
す
る
町
内
各
地

区
の
ク
ラ
ブ
ご
と
に
熱
心
な
活
動
が

続
け
ら
れ
、
近
年
は
学
校
な
ど
の
ク

ラ
ブ
活
動
で
も
活
発
な
活
動
も
見
ら

れ
て
、
競
技
人
口
が
益
々
増
加
し
て

い
ま
す
。

十
二
月
六
日

（日
）
、
平
成
十
年
度

第

一
回
高
森
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

を
高
森
中
学
校
体
育
館
で
開
催
し
ま

し
た
。
大
会
に
は

一
般
男
女
四
十
名
、
小

学
生
四
十
名
、
中
学
生
二
十
名
の
計

百
名
が
参
加
。
日
頃
の
熱
心
な
練
習

の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
て
、
熱
の

こ
も

っ
た
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
回
大
会
を
二
月
に
開
催
予
定
で

す
の
で
奮

っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

大
会
結
果

　

（優
勝
の
み
掲
載
）

▼

一
般
の
部

（
一
部
）

岩
下
至
誠

・

城
井
健
吾
　
▼

一
般
の
部

（二
部
）
山

本
博
美

・
野
尻
美
香
　
▼
中
学
生
男

子
の
部
　
井
上
健
吾
。
自
石
勝
也

（高

森
東
中
）

▼
中
学
生
女
子
の
部
　
吉

良
山
翼

・
野
尻
優

（高
森
東
中
）

▼

六
年
男
子
の
部
　
野
尻
遼
太

・
野
尻

卓
郎

（高
森
東
小
）

▼
五
年
男
子
の

部
　
森
健
史
郎

・首
藤
佑
氏

（高
森
東

小
）
▼
五
年
女
子
の
部
　
今
村
み
ほ
・

津
留
珠
美

⌒高
森
小
）
▼
四
年
男
子
の

部
　
本
田
健
治

・
田
上
真

（高
森
小
）

▼
四
年
女
子

の
部
　
山
田
け

い

こ

・
三
井
千
鶴

（高
森
小
）

●

昭
和
五
十
年
八
月
六
日
生

大
　
字
　
矢
　
津
　
田

私
の
趣
味
は
ス
キ
ー
で
す
。
ま

だ
上
手
に
滑
れ
な
い
の
で
、
も

っ

と
上
達
す
る
よ
う
、
何
度
も
行

っ

て
努
力
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

昭
和
五
十
年
十
月
十
五
日
生

大
　
字
　
下
　
切

今
年
で
美
容
師
４
年
目
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
お
客
様

に
喜
ん
で
頂
け
る
技
術
を
磨
き
、

も

っ
と
い
ろ
ん
な
こ
と
に
チ
ヤ
レ

ン
ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
。

高
森
と
い
え
ば
風
鎮
祭
と
い
わ

れ
る
ほ
ど
有
名
で
す
が
風
鎮
祭
で

使
用
し
た
造
り
物
や
御
神
輿
な
ど

が
各
地
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
二
年
十

一
月
十
四
日
生

大
　
字
　
古同
　
森

ぼ
く
は
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
部

に

入

っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
、
た
く

さ
ん
試
合
に
で
て
活
躍
し
た
い
で

す
。
そ
し
て
、
勉
強
も
負
け
な
い

く
ら
い
頑
張
り
ま
す
。

●  ●
いよいよトップで後半最終ランナーヘのたすき渡し |

後半8区森田あずささんから9区工藤孝宏君ヘ田上 七十三 さん

白 石 徳 男 さん

村 上 誠 治 さん

工藤 くに子さん

盛
会
に
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会
　
　
風
鎮
祭
の
作
品
が
各
地
で
活
躍
　
Ю

●

牛嶋 妃佐美 さん

工藤 さとみ さん

昭
和
六
十
二
年
五
月
六
日
生

大
　
字
　
中

今
年
は
小
学
校
最
後
の
年
な
の

で
、
楽
し
い
思
い
出
を
作
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
特
に
、
部
活
の
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
、
悔
い
の
な

い
試
合
が
出
来
る
よ
う
が
ん
ば
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

造り物は町民体育館や休暇村南阿蘇でも活躍中。風鎮祭の PRと 松橋のリサイクルプラザでの御神輿は町役
ともにお客の注目を浴びています。竹田市や宇土市などの祭りに 場で製作した空かんの御神興でした。
も登場したとか ?

地域や学校・園・スポーツ大会などの楽しい話題や催しの情報・報告をお寄せください。 (広報たかもり)

石 丼 佑 樹 さん本 田 真 子 さん

(5)
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□体 7年前 記1倉イベントを目大に開

講師は国体県選手団
エースの伊藤さん

だ
よ
り

※
二
十
歳
以
上
の
学
生
の
み
な
さ
ん
、
国
民
年
金
の
加
入
手

続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

以
前
は
国
民
年
金
の
加
入
が
任
意
だ
っ
た
二
十
歳
以
上
の
学
生
も
、
平

成
三
年
四
月
か
ら
強
制
加
入
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
二
十
歳
に
な
っ
て

も
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
と
、
万

一
在
学
中
の
け
が
や
病
気
で
障

害
に
な

っ
た
と
き
に
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
将
来
満

額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
、
と
い
っ
た
こ
と
が
な
い
よ
う
に

す
る
た
め
で
す
。

二
十
歳
に
な

っ
た
ら
、
住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村
の
国
民
年
金
の
係
で

手
続
き
し
て
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
学
生
専
用
の
保

険
料
免
除
制
度
も
あ
り
ま
す
。

未
加
入
者
が
、
就
職
後
障
害
に
な

っ
て
も
障
害
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
　
役
場
　
町
民
福
祉
課
福
祉
係
　
国
民
年
金
担
当

Ⅲ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
３
２
）

●  ●

く
ま
も
と
未
来
国
体
ま
で
、
あ

と
残
す
と
こ
ろ
二
百
九
十
日

（
一

月
五
日
現
在
）
と
な
り
ま
し
た
。

国
体
前
約

一
年
と
な

っ
た
、
昨

年
十

一
月
二
十
九
日
、
町
で
は

「国
体

一
年
前
記
念
イ

ベ
ン
ト
」

を
開
催
し
、
町
内
外
か
ら
テ
ニ
ス

愛
好
者
や
初
心
者
の
皆
さ
ん
の
た

く
さ
ん
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
ま
ず
テ
ニ
ス
教
室
か

ら
始
め
て
、
講
師
に
昨
年
の
国
体

県
代
表
選
手
の
伊
藤
忠
大

（た
だ

ひ
ろ
）
さ
ん
を
迎
え
、
基
礎
か
ら

専
門
的
な
面
ま
で
詳
し
く
指
導
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

伊
藤
さ
ん
は
、
常
に
身
体
の
正

面
で
ボ
ー
ル
を
受
け
る
基
本
の
大

切
さ
と
、
力
を
入
れ
る
こ
と
や
ス

ウ
イ
ン
グ
の
形
に
と
ら
わ
れ
る
の

で
は
な
く
、
体
重
の
重
心
移
動
の

重
要
性
に
つ
い
て
強
調
さ
れ
、
参

加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
実
技

指
導
に
も

一
生
懸
命
に
取
り
組
む

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
後
、
久
木
野
村
の
愛

好
者
と
の
親
善
試
合
を
行
い
、
参
加

者
の
皆
さ
ん
は
和
気
あ
い
あ
い
の

ム
ー
ド
の
中
で
楽
し
い
ふ
れ
あ
い

タ
イ
ム
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
他
、
翌
週
の
十
二
月
九
日

に
も
県
体
育
協
会
と
の
共
催
に
よ

リ
テ
ニ
ス
教
室
を
開
講
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
町
で
は
今
年
、

国
体
を
前
に
し
て
、
テ
ニ
ス
や
国

体
に
関
す
る
楽
し
い
記
念
行
事
を

展
開
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
参
加

を
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。

もうすぐ申告

周l連えやすι〕要1点をチェック′ 農業申告決算書

●

テ ニ ス 教 塞

12月 6日 (日 )午前10時

が .

議審諄̀誉七
嘗:|ね o10職

とに

嗜
$rur//

′
負↑り|ム

厚生坪衡tl
わλした,S

鍬
ノ

置
爾
崚
―
●

　

′多

気ゅ

,oλl騰

“

ち
緒た1よ戯o

番けりさせた./
袴宙卑全|ス

|

■

/

科    目 =ヨ日 項検    討

販 売 金 額

1概算払金は計上してありますか。

2農協等の預金振込や入金の処理は正しくされてますか。
3売掛金は正しく計上されてますか。
4共販以外の庭先・市場販売等の計上漏れはありませんか。
5雑収入は計上してありますか。 (含消費税)

家事消費金額

事業消費金額

1期首の棚卸品の消費が漏れてませんか。本年生産物の数量・家事消費単価は正しいですか。

2現物で経費等を支払つた農産物は計上されてますか。
3生産した農産物の家事・事業消費は計上されてますか。
4自家用そ業は計上されてますか。

雑  収  入

1農産物の被害等による共済金・リベート・事業分量分配金、各種補填金等の収入が漏れて

いませんか。

2国からの緊急生産調整水田営農確立助成補助金は含まれていませんか。
3事業用資金の利子が含まれていませんか。
4土地や建物の売買代金や貸付料が含まれていませんか。

期首 前年の期末棚卸高と一致していますか。
農 産 物 の

棚 卸 高 期末
1数量・単価は正しいですか。

2期首数量十生産数量―家事・事業消費数量=期末棚卸数量になりましたか。
計 記載漏れ・計算誤りがないか再度検討しましたか。

租 税 公 課
1家事費である所得税・住民税・健康保険税等の税金が含まれていませんか。

2_回1定資産税のうち家事分のあん分計算は適正になされていますか。

種  苗  費 育成費用又は棚卸品にしたものは分かりますか。

素  畜  費 上同

肥  料  費 返品等の処理は正しくしてありますか。

飼  料  費 艶 費用又は棚卸品にしたものは分かりますか。

農  具  費 1個又は 1組の取得価格が20万円以上のものが含まれていませんか。
農 薬 衛 生 費 返品等の処理は正しくしてありますか。

■ ■ ―‐ ‐
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平
成
十
年
十
二
月
ト
ー‥――
は
国
連

で
陛
界
人
権
宣

高
が
採
択
さ
れ
五

十
川
年
を
迎
え
、
各
地
で
様
々
な

催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
で
も
十
二
月
六
日
、
林
業

総
合
セ
ン
タ
ー
や
市
街
地
で
第

一

日
高
森
町
人
権
啓
発
フ
エ
ス
テ
イ

バ
ル

（■
催
／
高
森
町

一
高
森
町

教
育
委
員
会

・
高
れ
町
＝
■
教
育

推
進
協
議
会
）
が
開
催
許
れ
、
人

権
啓
発
映
画

「だ
け
ん
な
ん
」
の

上
映
や
人
権
啓
発
パ
レ
ー
ド
及
び

啓
発
バ
ン
フ
レ
ツ
ト
の
配
布
、
午

後
か
ら
は

「げ
ん
こ
つ
大
鼓
」
（大

津
町
）
の
講
話
を
交
え
た
公
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
人
権

啓
発
作
文
発
表
会
が
あ
り
、
町
内

の
各
小
学
校
、
中
学
校
及
び
高
森

高
校
か
ら
九
名
の
児
ｉ

・
生
徒
が

日
頃
の
思

っ
て
い
た
こ
と
や
差
別

や
い
じ
め
に
つ
い
て
の
作
文
を
発

表
し
ま
し
た
，‐

こ
れ
か
ら
が
人
権
啓
発
の
再
出

発
で
す
。
皆
さ
ん
も
真
剣

に
人
権

に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

大
き
く
”
ぼ
た
け

人
権
薔
発
フ

‐‐‐―‐‐〓‐ス
テ
イ
バ
ル

‐

ヽ

』

胃森 VS久木野
含同テニス大会

1

学生さんも必ず加入を !

ロ
リ

(6)
役場から市街地までをパレー ド(15)



′ e 今年は くまもと未来国体の年
国体まで あと 290日  みんなの力で国体成功 !

高
森
町

・
団
体
推
進
塁
　
阿
蘇
郡
高
森
町
上
色
見
２
８
１
３
　
高
森
町
民
体
育
館
内

電
　
話
　
２

・
２
９
９
ｌ

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
２

・
０
９
８
７

午後 1時
午後 2時

正午～ 16時

来
月
か
ら
　
税
の
申
告

さ
あ
　
申
告
準
備
を
始
め
ま
し
よ
う

税
の
申
告

（納
税
相
談
）
の
日
程
表
は
全
世
帯
に
配
布
し
ま
す

今
年
も
税
の
申
告
時
期
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
昨
年
中

（平
成
十

年

一
月

一
日
か
ら
十
二
月
二
十

一
日
ま
で
）
の
収
入
に
よ
る
所
得
税
、
贈
与
税
な

ど
の
国
税
と
、
県
民
税
、
町
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
町
税
の
申
告
を
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
申
告
は

一
括
で
行

っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
所

得
金
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
税
が
計
算
さ
れ
ま
す
。
中
告
を
さ
れ
な
い
と
所
得
証
明

や
扶
養
証
明
が
発
行
さ
れ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
税
の
控
除
が
み
と

め
ら
れ
な
い
な
ど
、
不
利
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
必
ず
申
告

い
た
し
ま

し
よ
つヽ
。税
の
申
告
が
必
要
な
方

▼
農
業
や
商
店
な
ど
の
自
営
業
の
方
　
▼
内
職
、
外
交
な
ど
の
事
業
者
　
▼
年
金
、

不
動
産
所
得
、
利
子
、
配
当
な
ど
が
あ
る
方
　
▼
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
給
与
、
賞
与

外
収
入
が
あ
る
方
　
▼
昨
年
中
に
退
職
し
て
、
今
年

一
月

一
日
現
在
で
就
職
し
て

い
な
い
方
　
▼
雑
損
控
除
や
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
　
▼
国
民
健
康

保
険
世
帯
の
方
は
収
入
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

阿
蘇
税
務
署
　
ＴＥＬ
０
９
６
７

・
２
２

・
０
５
５
１

1/17(日 )熊本県立劇場 入場無料
第 l部 セレモニー
第2部 コンサー ト
マルタ (世界的サキソフォン奏者)

森口博子 (人気女性タレント)

くまもと未来国体スペシャルウィンドシンフォニー

ロビー展示  その他

軽油引取税に係る免税証 (農業分 )

の申請はお忘れなく

農家の皆様が、トラクター等農業用機械に使われる軽油

については、軽油引取税の免税証を交付します。ご希望の

方は次の要領で申請して下さい。

■申請期限 1月 25日 (月 )から 1月 29日 (金)ま で
■申請に必要なもの

①申請書 (県事務所にて配布)②平成11年度の耕作予定
表 (どの作物をどの期間作るか)③耕作証明書 (町村農業

委員会で発行)④免税機械等の所有・使用証明書 (役場で

発行)、 又は所有・使用を証明する書類 (売買契約書、リー

ス契約書等)⑤機械の写真 (横 。後から撮影したもの、各
一枚。メーカー・型式等がはっきり判るもの)⑥印鑑
■すでに免税証の交付を受けている方は、免税軽油使用者

証をお持ち下さい。また、登録機械に変更がない場合は、

④⑤は必要ありません。

熊本県 阿蘇事務所 税務課
TEL0 9 6 7-22-1111(内 線323)

この社会 あなたの勝がl生きてι
'る

不明な点や詳しいことは・・ 。税務課 。町民税係

まで、お気軽にどうぞ。TEL 2-1111(内線 138)

税

の
．広

報

●  ●

チェックシ ト

●

国
体
テ
ニ
ス
競
技
の
メ
イ
ン
会
場

と
な
る

「町
民
体
育
館
」
は
、
敷
地
約

四

一
〇
〇
耐
、
一
階
二
六
七

一
面
、
二

階

一
一
九
八
面
、
延
べ
床
面
積
合
計

三
ハ
六
九
耐
。

内
部
は
国
体
規
格
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

ニ
面
と
観
客
席
七
百
七
十
席
を
有
し
、

収
納
式
の
ス
テ
ー
ジ
と
共
に
コ
ー
ト

に
椅
子
を
置
け
ば

二
千
ハ
百
五
十
人

以
上
の
観
客
が
収
容
可
能
な
多
目
的

ホ
ー
ル
と
し
て
も
使
用
で
き
ま
す
。

高森町民体育館は、横の山村広場グラウンドとすぐ上に位置する高森温泉館、休暇村南阿蘇利用者などを考慮 し、町

内外の方が有効かつ複合的に利用できるよう|]1己慮して建設しました。 また、テニス競技だけでなく体育面の行事はもち
ろん、文化、レクリェーション、会議、イベント、健康づくり面など、多目的な利用にも活用できる施設内容となっていま

す。

町民体育館 ご利用案内 (料金表)  ご利用は必ず予約をお願いします。  電話2-2991
◆アリーナ内テニスコート 1面につき1,575円 /1時間 ◆会議室・多日的室 525円 /1時間 ◆展示ギャラリー
315円 /1時間 ◆イベント使用は全館使用とみなし21,000円 /8時間 (会議室冷暖房使用の場合は10、 500円を加算)
●町民以外 (ただし町内観光施設宿泊者を除く)の利用については、上記料金の倍額となります。
■上記利用の全てにおいて、会議室冷暖房 (全館使用の場合を除く)と アリーナ面照明を使用した場合は 1時間当たり (1

面 1室当たり)1、 050「 |を加算します。

複含的、多目的な利用が可能

高
森
町
民
体
育
館

利
用
の
ご
案
内

科 検    討    事 項

諸 材 料 費 返品等の処理は正しくしてありますか。

増築・拡張・用途変更のための模様替等のいわゆる資本的支出分は差し引きましたか。

ただし20万円未満は必要経費です。動力・光熱費、家事分は含まれていませんか。
修  繕  費

作 業 衣 料 費 家事費相当分は除かれていますか。

農業共済掛金
生命共済掛盆と住宅に係る建物更生共済の掛金が含まれていませんか。確定申告書の所得

控除欄で別途控除します。

減 価 償 却 費 耐用年数を経過した資産はありませんか。正しく計算されていますか。

荷造運賃手数料
収入金を手数料差引で計上している方は、その手数料は計上できません。

できるだけ総額主義で計上してください。

雇  人  費 雇われた方の住所・氏名又は領収証はありますか。また、源泉所得税がかかる人はいませんか。

利 子 割 引 料
1家事分のあん分計算は適正になされてますか。

2返済の元金は含まれていませんか。

地 代・賃 借 料
1家事分のあん分計算は適正になされてますか。

2現物で支払つた方は収入金の事業消費金額に計上されてますか。

土 地 改 良 費 永久資産の取得に対応する部分の除外は適正になされていますか。

そ  の  他
1前払・未払の計算は適正になされていますか。

2接待交際費の家事分 (冠婚葬祭等)は含まれていませんか。
期首 前年の期末の棚卸高と一致してますか。闘」独劇の

棚 卸 高 期末 数量・単価は正しいでしょうか。

経費から差引く

牛馬・果樹等の

育 成 費 用

育成している果樹・畜産等の本年取得費 (種苗費・種付費・素畜費)と育成費用

(定植費・肥料費・農薬費・飼料費)が計上されていますか。 (成熟時の時価では計上できません)

専 従 者 給 与 源泉徴収は正しく行われていますか。

青色申告控除
最高 10万円です。複式簿記で貨借対照表を提出する人は最高 45万円です。控除は不動産所得の
ある人は不動産所得から控除します。

(14)

1999高森国体

くまもと未来国体イヤーオープニングフェスタのご案内

申告の最終期限は3月 15 Eコ■ ■

「げ
ん
こ
つ
太
鼓
」

大
津
町
の
大
津
解
放
研
で
活
動

さ
れ
て
い
る
浄
上
真
宗
・
宝
元
寺

の
住
職
古
荘
大
琥
和
尚
が
、
五
年

前
に
隣
保
館
文
化
祭
の
協
力
依
頼

を
受
け
た
事
が
き

っ
か
け
で
太
鼓

教
室
を
開
く
こ
と
に
な
り
、
そ
の

大
鼓
教
室
を
本
格
的
に
活
動
の
場

と
し
て
名
前
を
付
け
よ
う
と
し
た

時
、
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
は
こ
ぶ
し
を

握
る
。
悔
し
涙
も
こ
ぶ
し
で
ぬ
ぐ

う
。
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
は

‐こぶ
し

を
突
き
上
げ
る
。
げ
ん
こ
つ
に
は

力
強
さ
が
あ
る
。
負
け
る
も
の
か

と
い
う
意
志
の
強
さ
が
あ
る‐
。
そ

う
い
う
思
い
を
込
め
て

「げ
ん
こ

つ
太
鼓
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
小

学
二
年
生
二
人
で
は
じ
め
た

「げ

ん

‐こ
つ
太
鼓
」
は
、
そ
の
後
、
三

人
の
仲
間
が
増
え
、
現
在
で
は
十

七
人
の
子
ど
も
た
ち
で
活
動
す
る

ま
で
に
な
り‐‐、
多
く
の
公
演
依
頼

を
こ
な
し
て
い
ま
す
。

人
権
啓
発
作
文
発
表
者

後
藤
竜
児
　
（高
森
小
四
年
）

住
吉
安
寿
加

（色
見
小
五
年
）

本
田
咲

（上
色
見
小
三
年
）

甲
斐
千
愛

（車
部
南
部
小
六
年
）

白
石
朱
美

（高
森
東
小
三
年
）

住
古
隆
臣

（高
森
中
三
年
）

小
住
早
苗

（草
部
中

一
年
）

白
石
勝
也

（高
森
東
中
二
年
）

甲
斐
門
香

⌒高
森
高
校
二
年
）

=■ 苺

亀
|||‐■曰

会場内まで飛び出した 「げんこつ太鼓」
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人権啓発のノ
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ネヾル展示



許ャッチフレーズ、募集中電■ヽ1鱗

“

,1).‐ ,‐‐....

南阿蘇 (6ヶ町村)観光協会連絡協議会では、ひとめ

見て南阿蘇をイメージし、新鮮な感動をおぼえる明るく

健康的なイメージキャッチフレーズを募集しています。

あなたの感性、お待ちしています。

《南阿蘇のイメージにぴつたりの

20文字以内のフレーズ》

記

どなたで も応募できます。

但 し、作品は未発表のものに限 ります。

平成 ll年 2月 101](当 |1消印有効 )
はが き 1枚 に 1点のキャッチフレーズを占

き、簡単な説明を入れて下 さい。住所・氏名・

年齢・職業・電話番号をお忘れなく |

学生さんの場合は学校名を入れて ドさい。

入賞者のみ本人宛て,Ili知 します。

(広報たかもりに掲載 予定 )

金賞 1点  ・・・ 3万円他
銀賞 2点  ・・・各 1万 円他
特別賞   ・・・南阿蘇各町村の特産物

■応募先 おヽ問い合わせ先 ・

―     ~  1'869-1602 『可蘇君「高森町大字高森 2188-1

南阿蘇観光協会連絡協議会 (南観連)事務局

TEL 09676-2-2018
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■発  表

■締め切り

■応募方法

■応募資格

ふるさと情報発信事業

～ 「住民手作リビデオ制作」だより～

高森町の皆さんこんにちは。高森町PRビ
デオ町外レポーターの平野裕子です。ただい

ま「高森の食」の撮影が終わったところです。

さて、皆さんも気になる「食」ci:九ゲ今回は、

有名な田楽をはじめ地鶏焼き、自然薯、カッポ

酒・・・など他では国にできない |「たかもり」

自慢の味を撮影しました。

ところで私は田楽を生まれてはじめて食べ

たのですが、「田楽」っていいですね !い ろり

を囲んで、じわじわと鶴の子芋ゃ豆腐、ヤマメ

が焼けていく音、そして味噌のあの何ともい

えない香ばしいかおり !「 まだかな ?早 く食
べたいな ?」 と相棒の藤本さんと二人でワク

ワク、楽しみながら食べました。お世話になり

ました高森の皆さん、料理に、すてきなお話、

お心使いありがとうございました。それにし

ても高森って根子岳があって景色はいいし、

料理は最高だし、うらやましい !私 も高森町

民になろうかな?
～町外レポーター 平野～

ぜ
、
い
ま
、
介
護
保
険
制
度

要
な
の
で
す
か
？

て
お
り
、
こ
れ
に
伴
い
介
護
を
要

す
る
高
齢
者
も
急
増
し
て
い
ま

す
。
◆
ま
た
、
介
護
の
重
度
化
や
期
間

の
長
期
化
が
進
ん
で
お
り
、
実
際

に
寝
た
き
り
に
な

っ
た
場
合
、
ど

の
程
度
の
期
間
寝
た
き
り
状
態
が

続
く
か
を
見
る
と
、
三
年
以
上
が

半
数
を
超
え
、
約
四
分
の
三
の
人

が

一
年
以
上
の
寝
た
き
り
に
な

っ

て
い
ま
す
。

◆

一
方
で
、
介
護
を
行
う
家
族
の

高
齢
化
、
核
家
族
化
に
よ
る
同
居

率
の
低
下
、
女
性
の
雇
用
機
会
の

拡
大
な
ど
高
齢
者
介
護
を
取
り
ま

く
環
境
の
変
化
に
よ
り
家
庭
の
介

護
機
能
は
低
下
の
傾
向
に
あ
り
、

家
族
に
よ
る
介
護
で
は
十
分
な
対

応
が
困
難
と
な

っ
て
い
ま
す
。

◆
こ
う
し
た
中
、
介
護
問
題
が
社

会
全
体
に
と

っ
て
、
ま
た
、
国
民

一
人

一
人
に
と

っ
て
、
老
後
生
活

の
最
大
の
不
安
要
因
に
な

っ
て
い

ま
す
。

◆
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
介
護
を

社
会
全
体
で
支
え
る
新
た
な
仕
組

み
と
し
て
、
介
護
保
険
法
が
成
立

し
、
介
護
保
険
制
度
が
平
成
十
二

年
四
月
か
ら
導
入
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
介
護
保
険
制
度

は
、
寝
た
き
り
や
痴
果
の
高
齢
者

に
対
す
る
介
護
を
社
会
全
体
で
支

え
る
も
の
で
、
市
町
村
が
保
険
者

と
な

っ
て
四
十
歳
以
上
の
人
の
保

険
料
ど
公
費
で
運
営
さ
れ
る
も
の

で
す
。

Ｑ

２介
護
保
険
制
度
の
創
設
に
よ
っ

て
何
が
ど
う
良
く
な
り
ま
す
か
？

Ａ

２
◆
利
用
し
や
す
く
公
平
で
効
率
的

な
社
会
的
支
援
シ
ス
テ
ム
の
実
現

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

◆
介
護
保
険
制
度
は
、
老
人
福
祉

と
老
人
医
療
に
分
か
れ
て
い
る
高

齢
者
の
介
護
に
関
す
る
制
度
を
再

編
成
し
、
利
用
し
や
す
く
公
平
で

効
率
的
な
社
会
的
支
援
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
も
の
で
す
。

◆
利
用
者
本
位
の
制
度
と
し
て
、

自
ら
の
選
択
に
基
づ
い
た
サ
ー
ビ

ス
利
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

◆
高
齢
者
介
護

に
関
す
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
と
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
総

合
的

。
一
体
的
な
提
供
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

◆
公
的
機
関
の
ほ
か
、
多
様
な
民

間
事
業
者

の
参
入
促
進
が
図
ら

れ
、
効
率
的
で
良
質
な
サ
ー
ビ
ス

提
供
が
期
待
で
き
ま
す
。

◆
社
会
的
入
院
の
是
正
な
ど
に
よ

り
医
療
費
の
ム
ダ
が
解
消
さ
れ
ま

す
。
問
い
合
わ
せ
は
、

町
民
福
祉
課
　
福
祉
係

■
２
・
１
１
１
１

（内
線
１
３
１
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食事で差が付くからだづくり

◆老化を防ぐ パート1
鉄がさびるように、人間の体も酸化という形で老化します。

わたしたちの吸つている酸素はエネルギーを燃やす火付け役。ところがエネ

ルギーが生まれる過程で、活性酸素と呼ばれる酸素分子ができ、これが体に悪

影響を及ぼす原因の一つといわれています。体の中で生じる活性酸素から細胞

を守るのにビタミンA(ベータカロチン)や ビタミン C、 ビタミンE、 が働い
てくれます。これらのビタミンは互いに酸化防止の働きを助け合いますから、

なるべ く摂取することに心がけましょう。

老化は避けられないことですが、食事の内容に気をつけることで、ある程度

防ぐことができます。

1,緑黄野菜を 1日 100g以上食べよう
ベータカロチンとビタミンCは、ほうれん草、小松菜、プロッコリー、にん
じん、にらなどの緑黄色野菜のほか、かぶや大根の葉にも多く含まれる。

2,果物を 1日 200gと ろう  みかん (中 )2個
ビタミンCが多いのはかんきつ類、キウイ、メロンなど。野菜ではかぶ、キャ
ベツ、カリフラワーにも多いの

3,植物性の油を使つてビタミン Eを とろう
ビタミンEが多いのはかぼちゃ、春菊、にら、ほうれん草、ウナギ、イカ、
アーモンドなど。サラダ油、ごま油など植物性の油で調理するとより効果的。

季節によつて冷たくしても

温かくしてもおいしいです。

☆卵豆腐

□材料 (1 5cm× 1 8cmの流しかん1個分)

卵 4個 、だ し
カ ップ2、 みり

ん小 さじ4、 薄

口 し ょうゆ小

さじ2、 塩少々、

□作り方

①卵 をボウル

に害」り|ご くし、

材料のだし、調味料を加えて混ぜ合わせ、

日の細かい器でこす。②流しかんに①を

流し入れ、表面の泡をスプーンですくい

取る。蒸し器の下段に熱湯を沸かし、強火

で 3分間蒸し、弱火で20分間蒸す。流しか

んから取 り出し、食べやすい大きさに切

り分ける。すまし汁にもどうぞ。

爾
甲単曙

阿蘇広域行政消防本部 南部分署  TEL 2-9034

*少量危険物を貯蔵又は取り扱いをする場合、最小限必要なものは ?
1,見やすい所に標識・掲示板が必要です。
2,危険物が漏れたとき、流出を防ぐため防油堤が必要です。
3,タ ンクの周囲に空地が必要です。(重油 1,000{κ 以上貯蔵する場合、 lm以上の空き地)
4,消火器が必要です。 (消火器 1本をタンクに近い場所に設置しましょう。)

空 地

*あなたが使つているタンクは大文夫ですか?
日常点検及び事故防止のチェックポイント

1,タ ンク (特に見えない底板)に腐食はないか又は、塗装がはがれていないか。
2,タ ンクから燃料が漏れた場合、農業用水路への流出を防止する構造になつているか。
3,燃料配管の結合部等から漏れはないか。
4,油量計は正常に作動しているか。
5,タ ンクに注油する場合、お互いに立ち会い補給量を確認する。
6,タ ンクの周囲にみだりに火気を使用しない。

防油堤

掲示板

(13)
問い合わせは   阿蘇広域行政事務組合 消防本部予防警防課 TEL 0967-34-0024ま でどうぞ

(8)

介
護
保
険
制
度
Ｑ
＆
Ａ
パ
ー
ト
ー

消防なんでも南部分署

園芸施設用のタンクを設ける場合は消防署への届け出が必要です

園芸施設用等タンクに重油 (400(イ ～2,0001κ未満)を貯蔵し取 り扱おうとする場合は阿蘇広域行政事務組合火災予防条
例第46条により、あらかじめ消防署に少量危険物の届け出をしなければなりません。
なお、貯蔵及び取り扱いを廃止する場合にも届け出が必要です。
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農業就業人口のうち半数以上は女性です。女性の農

業に果たす役割は大きくなりつつあり、女性担い手と

して技術の向上ゃ資質の向上が必要不可欠となってい

ます。

こうしたなかで、経営主のパートナーとして農業の

経営管理能力を高め、国際感覚を持った女性 リーダー

を養成するため、女性農業士講座を農業改良普及セン

ターと町が共同で開講しました。

8月 から12月 までの5ヶ 月間に講話や視察、申告関

係の演習などの講座が開講され、10月 の講座では久木

野村の認定農家の今村孝明さんの家族経営協定につい

ての事例発表では、我が家の経営に役立てようと熱心

にメモしたり質問したりしながら聞き入っていました。

12月 には「認定農業者の会」 (こ の会の女性部が講

座の受講生)と 合同の視察研修も行われ、良き農業経

営者のパー トナーとして共通の課題に対して助け合い

学び合い、農業の発展をめざしています。

まちの特産品を展示即売

奪熊毒森会が高森の
'Rに
■1役

阿蘇郡農業祭 12/6 熊本市

準備中の在熊高森会の皆さん  切り干し大根の実演

葉たばこ生産者大会 111/織

言しιl時こそ

みんなこ力を

ミニバレー大会で交流・団結

本町の葉たばこ生産を取 り巻 く環境は、他の作

物 と同じく天候 と市場の動 きに左右され、農業後

継者の減少 と近年の禁煙ブームによる影響など依

然厳しい状況にありますが、これまで長い間、郡

内では最上位、県内でも常に10位前後にランクさ

れる優位の産業として発展してきました。

平成 10年は、植え付けから収穫まで天候的には

ほぼ順調に進んでいましたが収量的にはあまり良

くありませんでした。価格の低迷は今後とも続く

と思われ、苦しい状況は変わりありません。

毎年開催されているたばこ耕作者大会。今年は

11月 8日 に「みんなで団結あるのみ」と、例年の

品評会と共に昨年に引き続きミニバレー大会を企

画。各地区ごとに 15チームが参加し、草部中学校

体育館で盛大に開催され団結と交流が進んでいま

した。

①後藤 嵐 (河原)②岩下和徳 (横町)③甲斐安人 (尾下)④楢木野徳繁 (洗川・大村・中原)⑤今村町長
⑥佐藤重信 (草部)⑦工藤連 (永野原)③岩下光明 (色見/小倉原除く)⑨田上靖雄 (村山)⑩岩下扶美
子 (下町)①今村キワ子 (昭和)⑫伊藤幸子 (矢津田)⑬児玉美代子 (中 )⑭岡田美津子 (天神・上町)⑮
馬原芳隆 (上在)⑩栗焼章聖 (野尻)⑦津留潮 (冬野・森・津留)⑬野尻典歳 (津留)⑩小糸美代 (全町
/主任児童委員)⑩二子石顕 (下切)②加藤文凡 (全町/主任児童委員)⑫後藤―朗 (前原‐小倉原)④桐原
利光 (旭通)②大内田奉文 (芹口)⑮遠山)登男 (菅山)                    (敬 称略)

含わせτ

新
し
い
民
生

L
よ

●  ●

●

児
童
委
員
の
み
な
さ
ん
で
す

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

今
年
は
民
生
児
童
委
員
さ
ん
の

改
選
の
年
で
す
。
十
二
月

一
日
付

け
で
、
新
し
い
民
生
児
童
委
員
さ

ん
二
十
四
名
が
選
任
さ
れ
十

一
月

二
十
日
に
委
嘱
状
の
交
付
が
林
業

総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

民
生
児
童
委
員
さ
ん
の
仕
事
は
、

老
人
や
身
体
障
害
者
、
母
子
・父
子

な
ど
の
弱

い
立
場
に
置
か
れ
た

方
々
の
相
談
や
指
導
、
ま
た
、
平
成

十
二
年
四
月
か
ら
始
ま
る
介
護
保

険
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
こ
と
、
園
児
や
児
童
に
関
す
る

こ
と
な
ど
、
幼
児
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
関
わ
り
、
町
の
福
祉
施
策
の

中
心
的
役
割
を
担

っ
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

町
の
福
祉
発
展
の
た
め
活
躍
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
今
回
勇
退
さ
れ
た
方
々
は

次
の
と
お
り
で
す
。
今
後
と
も
町
福

祉
発
展
の
た
め
ご
協
力
下
さ
い
。
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

（敬
称
略
）

田
上
徳
雄

（村
山
）、
村
上
壽
子

（天

神

。
上
町
）、
荒
牧
弘
子

（旭
通
）、

佐
藤
民
夫

（昭
和
）、
野
崎
二
三

（下

町
）、
後
藤
嘉
津
子

（横
町
）、
村
上

元
次

（前
原

・
小
倉
原
）
、
甲
斐
久

恵

（芹
口
）
、
田
代
均

（菅
山
）
、
本

田
す
ゑ
子

（矢
津
田
）、
野
尻
富
美

子

（尾
下
）

隧
苺鑽
“轟
猥
一頸
響
・・

品評会 審査結果
(出展数 合計 47点 )
■在来種の部 ▽特賞 工藤清男 ▽優賞 後藤初
男 本田登 ▽良賞 佐藤秀武 瀬井一 工藤キクヨ
■黄色種の部 ▽特賞 林淳一 ▽優賞 本田貴一
郎 ▽良賞 住吉早雄 住古義隆

年末の慌ただしさが増してきた 12月 6日 の日曜日、

熊本市下通りのアーケード街で今年も恒例の 「阿蘇郡

農業祭」が盛大に開催されました。          ●

これは熊本市に住む阿蘇 12ヶ 町村出身の人たちと、

阿蘇郡町村会が合同で企画実行したもので、各町村と

もアイデアをこらし、産業や観光面の宣伝活動や特産

品の展示即売をしました。 高森町コーナーでも毎年
趣向を凝らし他町村に負けじと、頑張っています。切

り干し大根の実演、ダイコン、つるの子芋などの農産

物や、漬け物、味噌、醤油、手作リハム、かりんとう、

クッキー、いなかまんじゅうなどの特産品を、奥阿蘇

物産館、特産品加エグループゃ生産者の皆さんが展示、

即売して、たくさんの人垣ができていました。

この催しにお世話をいただいたのは、在熊高森会の

みなさん。「この会場で皆さんに会えるのが楽しみで

す。高森町の特産品を少しでもPRで きればと思って
います。」と嬉しい言葉をいただきました。

毎年参加していただく在熊高森会の方々が増え、心

強く思えます。今後も「ふるさと。たかもり」をどう

ぞよろしくお願いします。

■棧釉鐸緻鸞褥書躙靱趙馘傷S燿1翻on
TEL2-0110

「事件事故 強い見方の 110番 」
1月 10日 は「110番 の日」です。 県民の方々から警察に寄せられる 110番通報は、事件・事故の解決
に大きな役割を果たしています。

110番の利用状況を見ますと、緊急性のない、 ○免許の手続きや落とし物に
ついての問い合わせ ○騒音などの苦情 ○いたずら・無応答などの通話が非常
に多く、 110番本来の機能を著しく阻害しています。
110番は正しく利用しましょう
0110番 は『緊急通報用』の電話です。
・ 事件・事故等緊急時に使用して下さい。
・ 相談や問い合わせなど急がない時は、警察相談又は、管轄の警察署に電話

してください。

0110番 するときは、
・ なにが ～ 何があつたか (事件か事故か)
・ いつ  ～ 何時ごろあつたのか
・ どこで ～ 発生した場所、目標等を係員に話して下さい。
その他必要なことは、係員がお尋ねします。

〓
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平成10年度南阿蘇セミナー

含同開講式
☆
特
に
三
歳
ま
で
の
間
は
、
子
ど
も
に
ス
キ
ン
シ
ツ
プ
で
愛
情
を
注
ぎ
、
適
正
、
的
確
な
し
つ
け
を
し
ま
し
よ
う
。

☆
時
間
は
短
く
て
も
子
ど
も
と
の
対
話
を
欠
か
さ
ず
続
け
ま
し
よ
う
。

町
で
は
平
成
十

一
年
度
の
保
育
園
の
入
園
申
込
受
付
を
下
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

申
込
に
は
次
の
証
明
書
や
添
付
書
類
が
必
要
で
す
。
申
込
み
は
児
童

一
人
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
入
園
し
て
い
る
場
合
で
も
、
家
庭
内
状
況
申
立
書
が
必
要
で
す
の
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

保
育
園

の
人
園
受
付

は
じ
め
ま
す

入
園
申
込
に
必
要
な
書
類

入
園

（所
）
申
込
書
は
役
場
町
民
福

祉
課
窓
口
・草
部
出
張
所

・
野
尻
出
張

所

・
各
保
育
園
で
受
け
取

っ
て
く
だ

さ
い
。
各
書
類
は
入
園
申
込
児
童

一

人
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
必
要
で
す
。

①
入
園

（所
）
申
込
書

②
家
庭
内
状
況
申
し
立
て
書

　

　

♪

こ
の
書
類
は
各
ご
家
庭
の
家
族
全
員
　
＼

に
つ
い
て
「働
い
て
い
る
」
「心
身
に
障

害
が
あ
る
」
「心
身
に
障
害
が
あ
る
者

の
介
護

・
看
護
を
し
て
い
る
」
な
ど
の

理
由
で
、
入
園
申
込
を
行
う
児
童
を
日

中
に
面
倒
を
み
る
者
が
誰
も
居
ら
ず
、

家
庭
内
で
の
保
育
が
困
難
で
あ
る

（保

育
に
欠
け
る
）
と
い
う
こ
と
を
申
し
立

て
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
こ
の
書
類
に
各
種
の
証

明
を
受
け
た
り
、
証
明
書
の
写
し
を
貼

付
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
こ
の
書
類
に
説
明
し

て
あ
り
ま
す
が
、
不
明
な
点
は
担
当
係

ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

●  ●

●  ●

保 て

72/7ア

求人案内 (南阿蘇地区)(平成10年 12月 10日現在)

☆男女不問
①  タクシー乗務員・・・・10名・30～ 65歳  150,000～350,000円
②  自動車用電装部品組立・ 2名・18～ 55歳  105,600円
③ フロント係・・・・・・・・3名・18～ 50歳  135,000～ 200,000円
④ 調理員及び調理師・4名・20～45歳  115,000～ 161,000円
⑤l 店員・・・・・・・・・・・・・・2名・20～ 35歳  120,000～ 140,000円

★男子

① 裁断工・・・・・・・・・・・・2名・18～47歳  130,000～ 150,000円
② 調理見習・・・・・・・・・・1名・18～ 23歳  150,000～ 160,000円
③ 管工事技術者・・・・・・1名・25～ 50歳  230,000～340,000円
④  飲食店業務及び宿泊所管壮 ° 1名 。18～40歳  150,000～ 200,000円

⑤ 営業員・・・・・・・・・・・・1名・25～ 35歳  190,000～ 310,000円

★女子

① 縫製工・・・・・・・・・・・・3名・18～ 57歳
② 製造工(パート)・・・・2名・18～45歳
③ 正看護婦・・・・・・・・・・5名・21～ 55歳
④ 一般事務及び医療事務・2名・20～45歳
⑤ 工員(パート)・・・・・・2名・18～ 50歳

※掲載内容はほんの一部です。このほかにも求人はあ ります。

お問い合わせは早めに

阿蘇公共職業安定所 TL0967-22-0040 紹介係ヘ
お問い合わせ時に、求人が取り消される場合もありますのでご了承下
さい。

(11)

生涯学習を目的に南阿蘇 6か町村によ
るセ ミナーが 5月 より32講座が開催さ
れ、延べ 1,500名 もの方々が受講されまし

た。このセ ミナーで 11月 8日 に蘇陽町民体

育館で元全 日本バ レーボール選手でエー

スアタッカーとして活躍された三屋裕子

さん (筑波スポーツ科学研究所副所長)を
迎え「～バレーボールに教えられた熱き人

生～三屋裕子の元気エッセンス !」 と題し

て講演いただきました。「生涯を通 しス

ポーツを楽しみ、はつらつと過ごしましょ

う」と全日本エースとして活躍されていた

時代の話を取 り入れながらおもしろおか

しく講演され、参加者は熱心に聞き入って

いました。

講演終了後、本年度の閉講式が開かれ、

受講された方々に記念証が送られました。

来年度もまた、元気でご参加下さい。

熱つぼく語る講師の三屋裕子さん

Ｊヽ
▲癬

111,000～ 120,000円

600～630円 /時給
195,000～225,000円

128,000～ 138,000円

700～800円 /時給

保育園 (所)入 園 (所)申込 受付日程

上記日程になるべく申込してください。 上記日程に申込できなかつた場合は、
1月 29日 (金 )までに役場、福祉係にて入園申込を受け付けます。

入
園
申
込
や
保
育
行
政
な
ど
に
つ

い
て
の
詳
し
い
こ
と
は
‥
・

町
民
福
祉
課

・
福
祉
係
ま
で

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

ＴＥＬ
２
・１
１
１
１
（
内
線
１
３
１
）

十

一
月
二
十
日
、
養
護
老
人
ホ
ー

ム

「梅
香
苑
」
（平
田
ル
リ
子
苑
長
）
が

フ
ラ
ン
ス
料
理
店
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
全
日
本
司
厨
士
協
会
県

支
部
の
二
十
五
名
の
料
理
人
た
ち
が

入
所
者
に
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
御
馳
走

し
た
も
の
で
す
。
同
支
部
は
毎
年
県

内
の
福
祉
施
設
を
訪
れ
料
理
を
楽
し

ん
で
も
ら

っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
お

年
寄
り
に
食
べ
や
す
い
よ
う
な
フ
ラ

ン
ス
料
理
の
フ
ル
コ
ー
ス
を
こ
し
ら

え
ま
し
た
。
入
所
者
の
お
年
寄
り
た

ち
は
、
「
こ
ん
な
に
お
い
し
い
も
の
が

い
た
だ
け
て
最
高
で
す
。」
な
ど
と
感

激
し
て
い
ま
し
た
。

紫
峰
会
還
暦

最
後
の
梅
香
苑
慰
間
餅
つ
き

十
二
月
六
日
、梅
香
苑
で
紫
峰
会
（昭

和
二
十
九
年
度
高
森
中
卒
業
生
）
の
慰

間
餅
つ
き
が
今
年
も
威
勢
よ
く
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、梅
香
苑
が
開
苑
以
来

続
け
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
が
今
回
が

最
後
と
な
り
ま
し
た
。紫
峰
会
の
メ
ン

バ
ー
も
還
暦
を
迎
え
、区
切
り
と
し
て
、

ま
た
、
体
力
的
に
少
々
餅
つ
き
に
は
無

理
を
生
じ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
や
め
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
長
い
間
ご

苦
労
様
で
し
た
。

入
苑
の
お
年
寄
り
た
ち
の
喜
び
は
人

知
れ
ぬ
も
の
が
あ
り
、
今
後
は
ま
た
変

わ
っ
た
形
で
の
慰
間
を
さ
れ
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。

同
級
生
、
い
つ
ま
で
立

っ
て
も
素
晴

ら
し
い
仲
間
で
す
。
今
後
も
大
切
に
会

を
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

「草
南
み
ど
り
の
少
年
団
」
　

　

　

０

平
成
十
年
度
全
国
緑
の
少
年
団
活

　

は

動
発
表
大
会
で
優
良
賞
受
賞
一

‐●
一
　
　
　
　
‐

こ
れ
は
、
社
団
法
人
国
土
緑
化

機
構

（理
事
長
澄
田
智
）
が
全
国

植
樹
祭

の
事
業

の

一
環
と
し
て

行

っ
た
も
の
で
、
各
県
か
ら

一
団

体
の
推
薦
、
熊
本
県
か
ら
は

「草

南
み
ど
り
の
少
年
団
」
だ
け
の
受

賞
で
す
。
十
五
年
に
も
及
ぶ
こ
れ

ま
で
の
活
動
が
認
め
ら
れ
今
回
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
十

一
月
二

十
五
日
、
県
阿
蘇
事
務
所
の
山
本

隆
生
所
長
が
同
校
を
訪
れ
、
「賞

状
交
付
式
」
が
開
催
さ
れ
、
賞
状

と
記
念
品
が
少
年
団
の
代
表
に
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

緑
や
自
然
は
私
た
ち
に
と

っ
て

か
け
が
え
の
な
い
財
産
。
こ
れ
か

ら
も
し
っ
か
り
守
り
続
け
て
下
さ

い
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

賞状を受けとる草南みどりの少年団代表

該 当 保 育 園 受 付 日 受 付 時 間 受 付 会 場

高森・色 見保育 園 1月 19日 (ノく) 9時30分～ 16時 林業総合センター

草 部 保 育 園 1月 22日 (金 ) 10時 12時 草 部 出 張 所

草 部 北 部 保 育 園 1月 22日 (金 ) 14日寺 16時 草部北部保育 園

野 尻 保 育 園 1月 25日 (月 ) 10時 12時 野 尻 出 張 所

河 原 保 育 園 1月 25日 (月 ) 14時 16時 河 原 保 育 園

入
園
申
込
が
で
き
る
の
は
？

児
童
の
家
庭
の
母
親
が
、
次
の
①

か
ら
⑤
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に

該
当
す
る
場
合
に
入
園
申
込
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
要
件
に
該
当
し
て
い
て

も
、
母
親
以
外
の
人
が
申
込
児
童
の

家
庭
内
で
保
育
が
で
き
る
場
合
は
申

込
で
き
ま
せ
ん
。
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本
物
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
で

入
苑
の
お
年
寄
り
感
激
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